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１．はじめに 
近年，携帯電話には GPS による測位機能や非接
触 IC カード，無線 LAN 等の通信機能が搭載され
るようになった．その結果，利用者の位置，電子

マネーや電子チケット利用による購買情報など，

利用者に関する情報を携帯電話で取得できるよう

になっている．この情報は，利用者がどこでどの

ようなサービス（商品購入や情報の取得など）を

携帯電話で利用したかという行動履歴であり，そ

の行動には利用者の状況や嗜好が反映されている

と考えられる．そこで筆者らは，携帯端末で取得

可能な行動履歴情報（これを“モバイルコンテキ

スト”と呼ぶ）を用いて，利用者の状況や嗜好に

関連のあるサービスを選択する“モバイルコンテ

キスト活用方式”を提案する． 

２．モバイルコンテキスト活用方式 
モバイルコンテキスト活用方式とは，携帯端末

の利用により蓄積される“モバイルコンテキス

ト”を用いて，利用者の状況や嗜好に適したサー

ビスを絞り込む手法である． 

この種の従来研究としては，購買傾向が似てい

る他人の購買履歴を用いて商品を推薦するソーシ

ャルフィルタリング手法[1]や，利用者の行動パタ

ーンに基づき，嗜好を自動的に学習して広告情報

の配信を行う TPOCAST[2]などがある．これらの方

式は，サービスを提供するサーバがサービスの利

用により得られる利用者の嗜好や行動の傾向と似

ている他人の履歴情報を用いて商品や広告情報を

絞り込む．よって，利用者の嗜好学習に各々のサ

ービスに限定した購買情報や行動パターンしか用

いることができないので，あるサービスの利用で

得られた利用者の嗜好を他のサービスでも活用す

るには，購買履歴や行動パターンといったプライ

ベートな情報をサービス提供者に開示しなければ

ならないという問題があった． 

そこで筆者らは，モバイルコンテキストをサー

ビス提供者に開示せずに携帯端末内だけで用いて，

利用者の状況や嗜好に適したサービスを絞り込む，

モバイルコンテキスト活用方式を提案する．本方

式のアーキテクチャを図 1に示す．利用者が日常的

に携帯端末を用いる事で，携帯端末にはモバイル
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図1 モバイルコンテキスト活用方式 
コンテキストが蓄えられる（図 1 ①）．サービス
利用時に，サービス提供サーバが商品や広告情報

などをリストにした“サービス情報”を携帯端末

に送信する（同②）．サービス情報を受信すると，

携帯端末内でモバイルコンテキストを用いて商品

や広告情報毎に利用者に関連する度合い（サービ

ス評価）を計算する（同サービス評価生成）．サ

ービス評価の計算には，単純なキーワード照合や

ベクトル空間法などの方式が適用可能である．そ

して，サービス評価によって利用者に適した絞り

込みや順位付けを行い，サービスを推薦すること

が可能となる． 

このように，携帯端末内でモバイルコンテキス

トによりサービス評価を計算するアーキテクチャ

とすることで，モバイルコンテキストを携帯端末

外に開示せずに，様々なサービスに対してモバイ

ルコンテキストを利用したサービスの推薦が可能

となる． 

本方式は，サービス評価を携帯端末内で用いて

多数の広告メールの中から利用者の状況に適する

情報だけを表示させる事や，家のホームサーバに

ある楽曲の中から最近の利用者の嗜好に適するも

のを選曲し，サービス評価の結果だけを携帯端末

外に提供して部屋のスピーカーで再生させる事な

どに適用できる． 

３．試作システム 
情報通信研究機構けいはんな情報通信オープン

ラボ“ゆかりプロジェクト”の一環として，モバ

イルコンテキスト活用方式の有効性を検証するた

めに，実験住宅“ユビキタスホーム”において，

利用者に適した番組を録画済のTV番組から推薦す
るシステム“Tomorrow Support”の試作を行った． 

Tomorrow Support は利用者の携帯端末に蓄積
されたモバイルコンテキストと携帯端末で管理し

ているスケジュールにより，番組録画サーバで常

時録画されている TV番組の中から，利用者に明日
以降役立つと思われる番組を推薦し，利用者が居
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る部屋のディスプレイに表示するサービスである．

TV 番組推薦では過去の視聴履歴を用いて推薦する
事が多いが，Tomorrow Support は利用者と行動
を共にしている携帯端末に蓄積されたモバイルコ

ンテキストを用いるため，視聴履歴だけでは得ら

れない利用者の関心事や興味を反映した番組を推

薦する事が可能であると考える．図 2に Tomorrow 
Support のサービスイメージを，図 3にシステム構
成を示す． 
本システムでは，以下のモバイルコンテキスト

を対象とする． 

 携帯端末内蔵の電子マネーによる購買履歴と
購入商品の情報 

 広告に印刷された 2次元バーコードなどで取
得したメールや webによる広告情報 

購買履歴は，日用品では利用者の嗜好と関連性が

低いため，本や CD などの嗜好品を対象とする．
また，商品の情報は現在標準化が検討されている

電子レシートの形式で記載されると考えている．

例えば CD を購入した場合はアーティスト名やア
ルバムの名称が記載されており，広告を取得した

場合は旅行（伊豆，温泉）やイベント名称（サッ

カー）が記載されている．既存の携帯端末では，

電子マネー，メール，web を利用するアプリケー
ションが個々に実装されているため，試作システ

ムでは各々の情報をコピーしたものを用いる． 

サービスの開始前に，サービス提供サーバは番

組録画サーバから電子番組表を取得し，番組のタ
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図2 Tomorrow Support サービスイメージ 
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図3 Tomorrow Support システム構成 

イトルや放送日時，ジャンル，番組の説明を番組

データベースに登録する（図 3-①）．その際，タ
イトルや番組説明を形態素解析し，特徴語として

有効である名詞を抜き出しておく．これは，サー

ビス評価を計算する際の携帯端末での処理量を減

らすためである． 

利用者が携帯端末でサービスを起動する（同

②）と，サービス提供サーバは録画番組情報（形

態素解析したタイトル・番組説明，ジャンルな

ど）のリストを記載した“サービス情報”を作成

し，携帯端末に送信する（同③）．携帯端末は，

サービス情報の番組タイトルや番組説明の特徴語

で，モバイルコンテキストとスケジュールを照合

し，マッチした特徴語の出現回数を基にサービス

評価を算出する．また，スケジュールの項目（旅

行や買い物など）と関連性の高いジャンルの番組

にサービス評価を加算する． 

そして，携帯端末は算出したサービス評価をサ

ービス提供サーバに返信する（同④）．サービス

提供サーバはサービス評価の高い番組から順にタ

イトルをディスプレイに表示する（同⑤）．ユビ

キタスホームでは利用者がアクティブ RFIDタグを

携帯し，システムが利用者の居る部屋を検知して

おり，Tomorrow Support が推薦した番組のタイ
トルの一覧は，利用者が居る部屋のディスプレイ

に表示する． 

４．おわりに 
携帯端末に蓄積される“モバイルコンテキス

ト”を用いて，利用者に適するサービスを絞り込

む“モバイルコンテキスト活用方式”を提案し，

その有効性を検証するために Tomorrow Support
の試作を行った．本方式は，携帯端末内に蓄積さ

れる多様なモバイルコンテキストを用いたサービ

ス推薦を可能にすると同時に，携帯端末外へのモ

バイルコンテキストの開示を不要とし，プライバ

シに配慮している． 

今後，Tomorrow Support において本方式の有
効性を検証すると共に，処理能力の低い携帯端末

に適したサービス評価の計算アルゴリズムの改良

を行う．また，サービス推薦システムに対する利

用者の満足度を高める為に，携帯端末で取得可能

な行動履歴情報の中でサービス推薦に有効なモバ

イルコンテキストとなりえる情報の特定や，サー

ビス推薦の妥当性を利用者に伝えるための仕組み

についても検討する必要があると考えている． 
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